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立憲民主党・日本維新の会 合意事項 

 

 

立憲民主党と日本維新の会は、次の臨時国会において、以下の点について合意

し、国会内で共闘する。 

 

 

１．国会法改正法案については、20 日以内に国会召集を義務付ける法案を作成

し、各野党の賛同を得た上で、臨時国会の冒頭で提出する。 

 

 

２．10 増 10 減を盛り込んだ公職選挙法改正案ならびに関連法案は、必ず今国

会で処理をする。 

 

 

３．保育園・幼稚園などの通園バスで置き去りにされた幼い子どもの犠牲を無く

す対策として、通園バス置き去り防止装置の設置を義務付ける法案を共同

で作成し、各野党の賛同を得た上で、早期に臨時国会に提出する。 

 

 

４．いわゆる文書通信交通滞在費については、先の国会の経緯を踏まえて、両党

協力をして、使途の公表などを定めた法案の成立をめざす。 

 

 

５. 旧統一教会問題に端を発して、政治と宗教の問題について国民の関心が高い。

両党は、喫緊の課題となっている霊感商法や、高額献金による被害をくい止

めるため、被害者の救済と防止策について、法的整備などを含め様々な措置

を講じるための協議を始める。 

 

 

６．現下の経済情勢を踏まえると、若者や子育て世代が厳しい経済状況におかれ

ており、両党はこうした世代に対し、より具体的に有効な対策を提案し、政

府に対し、その実現を求めていく。 

 

 

以 上 


